
・勤務時間管理は、校長や服務監督権者である

教育委員会等に求められる責務。 《私たちの

責務ではない》 

・学校現場においては、まず勤務時間管理の徹

底が必要。その際、ＩＣＴやタイムカードなどによ

り客観的に把握すること。 《記録簿による自己

申告は、本来のやり方ではない》 

・小学校の英語専科を担当する教師の充実や、中学校

の生徒指導を担当する教師の充実、通級による指導

や日本語指導のための教員定数の義務標準法に基

づく着実な改善 

・平成 31 年度までのスクールカウンセラーの全公立小

中学校配置及びスクールソーシャルワーカーの全中

学校区配置 

・多様なニーズのある児童生徒に応じた指導等の支援

スタッフ、授業準備や学習評価等の補助業務を担うサ

ポートスタッフ、理科の観察実験補助員の配置促進 
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教職員の長時間労働が、テレビや新聞でも大きく取り上げられるよう

になりました。その影響なのか、教員採用試験の倍率は下がり続けてい

ます。（１８年度の小学校の倍率は平均３.２倍、新潟県･北海道は 1.2 倍、

福岡県 1.3 倍、東京都 1.8 倍など）文科省等から改善策が提起されてい

ます。一番大切な、教職員を増やすことが抜けているという欠点はあり

ますが、教育委員会や校長への要求に活用できる文言がたくさんありま

す。（ 《……》は尼教組のコメント） 

 

新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革

に関する総合的な方策について（答申） 平成 31 年 1 月 25 日 中央教育審議会 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

尼崎市教職員組合：尼崎市西長洲町 2-34-1 
        執行委員長 中川 純一 
 TEL 06-6481-1133   FAX 06-6481-9520 
  HP http://amakyoso.wix.com/amakyoso 
  E-mail  amakyoso@s5.dion.ne.jp 

 

基本的には学校以外が担うべき業務 

①登下校に関する対応 

②放課後から夜間などにおける見回り、児童

生徒が補導されたときの対応 

③学校徴収金の徴収･管理《給食費だけでな

く、教材費も》 

ＩＣＴやタイムカードで 給食費・教材費の徴収は市で 

・今後学校へ新たな業務を付加するような制度改正等

の際には、学校の業務を増やさない、又は減らすよう

スクラップ・アンド・ビルドの原則を徹底 《当然》 

何か増やすなら何かを減らせ ・各学校で、教職員間で削減する業務を

洗い出す機会を設定 

・校長は校内の分担を見直すとともに、自

らの権限と責任で学校の伝統として続い

ているが、必ずしも適切といえない又は

本来は家庭や地域社会が担うべき業務

を大胆に削減 

（例）夏休み期間のプール指導、勝利至

上主義の早朝練習の指導、内発的な研

究意欲がないにも関わらず形式的に続

けられている研究指定校としての業務、

運動会等の過剰な準備 等 

・指導要録の大幅な簡素化などといった、

大胆な見直しを行うことが必要。（指導

要録における文章記述欄については大

幅に簡素化を図る） 

学校業務の大胆な削減を 

加配・サポートの増員を 



・多くの公立小・中学校等で標準授業時数を超えて授業を実施して

いることが明らかになった。 

・各学校の指導体制を整えないまま標準授業時数を大きく上回った

授業時数を実施することは教師の負担増加に直結するものである

ことから，このような教育課程の編成・実施は行うべきではない。 

【通知】平成 30 年度公立小・中学校等における教育課程の編成・実施状況調査の結果及び平成 31 年

度以降の教育課程の編成・実施について 平成 31 年 3 月 29 日 文科省初等中等教育局長 より 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

３５人学級署名 
昨年、県教委に５６７６筆提出 
昨年、署名を県教委に提出したとき、

教育次長は他府県に比べて遅れている

ことを気にしていて、「定数改善は国に

要望していくが、並行して我々として

もやっていきたい」と述べています。 

兵庫県の周りは、ほとんど中３まで

少人数学級が進んでいます。兵庫も。 

連絡下されば、署名用紙を送ります。

尼教組のＨＰ(｢尼教組｣で検索)にも有。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業時数が多すぎる 
・災害や流行性疾患による学

級閉鎖等の不測の事態に備

えることのみを過剰に意識し

て標準授業時数を大幅に上

回って教育課程を編成する

必要はない。 

 

 

   

 

 

 

 

 

クラスルーム English や今すぐ使えるアイテムなど教えます 

─ゲームやアイテム作りを通して─ 
 

2020 年度から新学習指導要領が実施されます。それに伴い、外国語活動が 3 年生からス
タートしていますね。「英語」が話せないのにどうやって教えるの？何を教えたらいいの？と

疑問が多いのではないでしょうか。しかも小学校 5 年生からは「聞く」「話す」に加えて「読
む」「書く」という学習が入ってきます。授業で使えるワザやゲームなどをいっしょに学びま

せんか？ 
★外国語活動について             ★授業で使える英語ゲーム 

★授業でよく使う英単語（クラスルーム English）★今すぐ使えるアイテム作り 

などなど、実際にゲームをしながらワザを増やしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

申し込みは、下の用紙を市内メールで「Ａ-４尼教組」まで送ってください。電話、Ｅメールでも結構です。 

 

主催：尼崎市教職員組合 
尼崎市西長洲町２-３４-１ 教育会館内    電話：06-6481-1133 

 

６月２９日の教育講座に参加します 

 English 講座 （     ）学校 お名前（        ） 

尼教組
 教 育 講 座 

日時：６月２９日(土)午後 1:30～4:30 

 
会場：女性センター・トレピエ（２Ｆ） 
   武庫之荘駅南側へ２００ｍ（尼崎市南武庫之荘３丁目３６－１） 

  

講師：上村 こずえ 先生  

（英語教育推進リーダー、尼崎市立小学校教諭） 
 

資料代：５００円（新採用の先生は無料！！組合員も無料） 

  
子どもを当てる時、 

正解とほめると時、 

惜しいと言う時、 

英語で言うには・・・ 

クラスルーム 

English 教えます！ 


